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グループ分けされたクロス・セクション・  

データからの需要体系推定   

澤 田  学＊  

（受理：】g85年11月30t］）  

（）n Estimatirlg Demand Systern Parameters from Grouped  

Cross－Scction上）ata  

MarIab11SAWADA＊  

摘  要   

消費構遭β）礪寒林系分析烏時系列集計チーターこついてよく行なわれているが，個別世帯の礎  

貴行動に醸す、るクロス・セクション分析に適用された例は少ない。   

小編で桔、需要体系分析の枠組に依拠してわが国勤労者世帯における黄門別需要の価格．所  

縁，世帯属性に対㌻る反応を数量仰⊂検討する。分析モテル軋最低拘束夏用が属性に依存す  

るように改良したⅠ一〕xteH（1¢【iし盲ロビarトニx†酬1（1jtl】一倍＄yst釘T－川lバ侶）である∩本報徳の方法  

ヒの東宴な特徴は．ELESのパラメータを晰∩54年華肺肖費実感調査♂〕公表データから．間  

接的→暇化最小二乗法によって効率的に推定した眉にある。当計測法によると．公表データに  

おける様々なグループ分けきれた平均デタをブールして礪要体系の計測ほ利用することが可  
能であ＆   

や析はⅥLESのパラメ一郎隠定植と．そ8湖払封跡こ叢づいて算出された各種の聴力性を利  

用して行なわれる。その結果木魚料辛口の需要は、所得および世帯の属性に有意に影響される  

が，価格反応はかなり非弾力的であることが見出されるコ  

andこ；REEN、）7ユ。そ殿中で，k膵㌔）め1加血d抒d  

Linear Expenditure Systp一丁ltま，クu式・セクシ  

ゴン・データから全てのメヾラメータを識別できる代表  
的な需要体系モデルであり，放隼，HowE6），LLぴC打，  

どowELし訟ndWILu」九比良川），〔ユRン瑞N，IIASSA拉an（1  

J叩NS（〉N3），m4E℡ヱ‖）によ－〕てクロス・セ、クシ」ン  

分析に通mされ，¶走の威課運・収めている。  

緒  

現実瑚肖費動向の背後に消費羊捲の経済合印的選択  
行動を想定し，曹日別需要妾同時系統的隼計量分析す  

る～という方法論郎ノ問題患諸の下に．S・rりNE1U〉の  

Tノin細r T一二Ⅹ丁〉細〔litごeSy由m以丸 こjlまで様々な  

需要体系モデルが開発されて果た（止血疇0封，Ii舶SAN  

＊ 帯広畜産大学者産経営学科  
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学   

ここでパラメータ r√は費目iに関する最低拘東独軋  

〝ほ限界消費性軌β．・は消費文机の賢月i忙対する  

限界配分比率を示す（1JLUClId．α上．）】0）。   

クロス・セクションでは価格は 僅かつ世帯間で同  
→ゆえ，r．に代って最低拘束支出す鳥…如持上が餞  

別される。ところで最低拘東女出は世帯員数，咋齢な  

ど世帯の属性に依存すると考えられる。そこで㌻誉は  

帆綱の属性gい‥，之仰の】孜関数であると仮定した。  

鳥＝αチ十∑沃紬．1■＝1，…，輝   
l▼  

（3）  

本稿の分析モデルは（3）を（2）に代入した次式明  

ELl∃Sである。  

澤 田   374  

しかし，これまでExtendedLine且r］‡Ⅹpenditure  

S沖temをわが国のクロス・セクション・データ忙適  

用した確常例はない。これは，わが国において消費者  

世帯の収支に関するサ←ペイ・データが．所得または  

世帯¢）属性について1元分類された後のグループ別平  

均の形でしか公表されていないことに因ると恩われる。  

というのは．一般にクUス・セクションでは世帯規模，  

年齢などの属性が事変な役割を演ずるため，属性変数  

を組み入れた需要体系モデルが実証分析に供されるが，  

グループ別平均データを用いて計測すると，多重共線  

他の発生と級内・級間分散比の悪化によって統計学的  
に信頼しうるパラメータ推定値を得ることが難しいか  
らで奉るり11が），CRAMERl））。   

そこでノj＼稿では，グループ分けされたクロス・セク  

ション・データから，掃性愛数を組み込んだExtend¢d  

Lin8已r Expendit11re Systemを効率的に計測する  

方法を検討し，わが国の食料支出分析に応用した。  

方  法  

Ext餅Id創1Linear Expenditllre5ystem   

世帯烏の効用関数をHowE5）に従って次式に特定  

した。  

鞘＝β∑β】ln（寧．A－ri）十（1〟）L叫叫ん  
l、I  

tl＼  

ただし ∑ 夙＝1；0く〝くl  
l＝1  

凡・＞b．す川＞r】1m■i＝し－り1‰   

ここで的．は世帯毎の効用水準．¢Jネは世帯力の費目  

！－に関する酒質畢．（花＋1）番目の費目は貯蓄である。   

費目一の価格を♪‖世帯ゐの所得を⊂とすると去，  
允＋l  

（1）菱予算制約 ∑恒‘ん＝タヵ の下で最大化するⅠ 1 
士l  

階の条件式を解いて，消単項月別支出 町㍉律雄一鳥  

（7；1，叫邦）と備蓄功三♪”．．恥＋りを同時に説明  

する Extended l．iLlearl∃ⅩPenditur8 System  

（ELE8）を終る  

〃．A二αチ＋∑渚硯＋再い血∑α芋  
ん＝1 jニl  

一∑ ∑r苦上之★ね〉 ～－＝1．・・り婚  
ノ＝l篤二1  

摘）  

なお貯蓄関数は予算制約と（4）から直ちに導出できる  

ぬで，ここでは威り上げ射、。（4）の誘導形は，   

ひ．ん＝（d㍗〃β．∑可）  
，、  

1∑（亮〟β∫∑r為）2ゎん十碩プん  
員≡l  i 1 

二β柏I∑β．貞Z鳥農十島lツ轟  
Il  

i＝し，貯 

■、5＼  

すなわち，属性と所掛こついて線形のエンゲル関数に  

帰着する。   
推定すべきパラメータに閲し非線形の欄造形（4）に  

比べ，諦導形（5＝圭線形模型のため計測が容易であろ0  

しかも効用関数の安定条件∑β1＝lにより，構造パ  
lこ1  

ラメ一夕は誘導形パラメータから  

ダ＝∑あ‘  

・「－   

β－ 占ノ∑占．  
・－1   

dチ＝β】。り．∑β川／（1－∑∂J）  
メ＝】 ノー1  

清β川十れ∑帰／（卜∑∂J〕  
J－1  ノ1  

靂＝1，．．．乃．カ1，．‖，憫  

｛t；、  
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帯斐体系推定  375  

のとおり識別されるので，先ず（5）を計測し，推定さ  

れた誘導形ノヾラメ一夕から分析モデルの構造パラメー  
タを間接推定することにした乃  

計測方法  

利用可能なクロス・セクシヨ：／・デ⊥夕が観測値を  

所得あるは属性について】元分類した後のグループ別  
平均の形でしか与えられていない場合における侍）の  

計測方法について検討する。   

調査世帯力＝1，…．ガの観測値について（5）の回  

帰横型を次のように表記する。   
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i＝1．‥．．乃  

あるいは  

▼i二Ⅹ〃i＋F；f＝1．．．，H  （10）  

ここにiた晶Ⅹ㌔．．盲た、パ鳥＝1．小，m）は，それぞ  

れ斥…．X．貞一，言（▲〉．から最後の行－「残灯の行と  

所得階層別平均データの1次結合で表せるを取り  

除いた行列を表す。   

どJの性質と（9）曙関係から．且（言‘ト0かっ，  

g（言．言；）＝紗りV fori」1，．．，”，ただし，  

〃品’〉 Ⅳ抽…Ⅳ∴ト相，〟叫〟㌶，  

〃
 
 
〃
 
 

卜
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〃hl・・・項勅瀬疇  

〃  
あるいは   

Yl＝Ⅹ∂■一一一 f＝1，，．りガ  用
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丁
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（7）  

（11）  

乙こで恥〉 
ついて（10）に含まれるグループに1元分類したと  

きのグループ別集計世帯数を対角要素とする対角行  

列，〃（rノ】（′，J＝0，1，‥．，別）は同じく2ノ己分類し  

た場合の集計世帯数分布を行列表示したものである  
（HAITOVSKY4り。   

したがって説明変数申の任意の2変数に関する集冨l・  

儀数分布の情報が得られるならば，Ⅴほ既知で，しか  

も（10）は全ての費目の回帰式について説明変数のセ  

ットが川一の多変領国帰模型であるから．（1日）に費口  

別に一般化最小二乗液を適用し♂，（i1，…．花）の最  

良線形不偏掛主意∂，を得ることができる。   

〃，L豆′ヰ」1豆］」真一Ⅴ】盲‘－＝1，…，”（12）  

そして・伊量とさメに関する共分散行列r（〃，，〃ノ）は，  

益．′整費目iとメの問の残墓標本積率として  

n町車）＝抑り」Ⅹ′Ⅴ‾1豆1‘i一ノ＝1い‥乃（13）  

と推定される（Z軋Ⅶ蛇1点））。  

デ ー  タ  

分析に用いたデー一夕は椚和別年全国消費実態調査  
における．勤労者世帯の収支に関する集計結果表であ   

ここで‘，は斬L項月元列ベクトルを示L，E（f▲ト0．  

β（f，Eノ）＝叫ノⅠ〟f－ori，ノ＝】．＝りnと仮定する。   

所得に関する調査世静のグループ分断）行列中【0）＝  

憎地肌1を  

1ニ世嵩鬼が所得偲層cに   

該当する場合  
0：世需ゐが所得階層cに   

該当しない場合  

¢．、t．  
（8）  

と定義し．同性ど貞（烏＝1，．．，，刑）に関する調庖世帯の  

グループ分け榊lゆけ｝（鳥1い．．．耶）も同様に定義す  

れば．もとのデータとグループ分けされた平均データ  

の関係は  

［▼：帖町畑F困1＝（中川¢（′Jl）1◎冊［▼．．X，㍉］  

才1い．．乃：才 0．1，‥．．研（9）  

と表せる。ただしノ（9）の左辺は，所得または囁特につ  

いてグループ分けされたときのグループ平均を表す適  
当な行列あるいはベクトルの集合である 
グループ平均のデータをプールして仰を畜き但  

「  
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一撃  

結果と考案  

誇導形の計測緒果は第1表のとおりである。平均支  

出に関する観測値と理論値の問の費R別格関係数をみ  

ると，羊食，外食でやや低いが，各費目とも当てはま  

りは良く．説明変教の速び方はまず妥当であったとい  

える。第2衰は．第1表の誘導形ノヾラメ一夕から間接  

推定された乱ESの構造バラメータ推定値である。  

楠孤内の漸近的豪一値はGoLDBちRGER2〉の定理く8．32）  

に従って．ー（♂一．りり＝L‥‥5から計算されモー  

バラメータ推定値の有意性の目安を，漸近的 卜値  

が2．ロ以上として帯2表の結果忙基づき．勤労者世帯  

の食料支出構造を以下検討する。  

限界消費性向・限界配分比率  

限界消毒性向の推定値は0．657：可処分析待の1，0皿  

円の上昇のうち．660円が消費文佃と．錮0円が貯蓄  

に振向けられた。さらに限界配分比率をみると，所得  

上昇に伴う消費支出の郎％が非食料支出に．14％が食  

料支出に配分されることがわかる。食料費日中，最ら  

限界配分比率の人きいのは副食品，次いで外食．嗜好  

食品．主食め服であるが．主食についてほ1川珊円の  

消費支山増加化よって10円の支出増加があるにすぎず，  

所繕効果はこ－く僅かとみてよい。これちの結果ほ，家  

計甜査デニタにELl∃Sを適用した結果（澤田】4））と  

も斉合的である。  

最低拘束支出   

最低拘束支出は各曽巳ともゼロと有意差があったが，  

澤 田  試柑  

る。同調査は名産の消費統計のなかでも調査規模が格  
紗こ大きく一－」昭科抄年の標本数は約空札000世帯－，  

詳細なクロス・セクション分析に適しているもの動  

員近時の調査では食料支出の内訳に閲し1元分類表の  

形でしか公表しておらず，食料需要分析に殆ど利用さ  

れていない。   

計測碇あたり，消費支出項目を，（1）主食（米癒・  

パン・他の主食）；（2）副食品（魚介・内乱卵・野菜・  

加工食品等）；（3）嗜好食品（菓子・廃物・酒類・飲  

料）；∫（4）外針（6）非食料（住居・光熱一枚服■雉  

瞥）の5費目に分現し，世帯の庫性として次の4つの  

変数を選択∴定義した．   

才1＝世帯主年齢ダミー（世帯主が58歳以上のとき  

1．50歳未満なら0の偵）   

勾二世帯壬職業ダミー（世帯貢が労浄者なら1，  

職員ならば0の値）   

勾＝世帯類型ダい（核家族世帯ならば0．非核  

家族世帯であれば1の値）   

gl＝世帯員数（単位‥人）  

所得変数には可処分所得を採用し、支出と所得の単位  

は平均1か月当たり乱文札所待と世帯員数♂）グル  

ープ別平均は，総理府統計局r昭和餌年全国消委棄態  

調査報告」第1巻第1分冊の第3義，7表，9私14変，  

16轟から乳葉言†世帯数分布〝り，ハ（≠，′＝0．1‥り4）  

とzI，之2，才ヨのグループ別平均は，同報告書第5巻  

の第】鼠2衷に基づいて推計されたbなお所得階層  

別データについては集計世帯数分布表との斉合をとる  

ため，後者の隣席区分に合うように再集計を婿なった  

ので，サンプル数は58である。  

Tab18－．RegressionresnltちrOrthere血eedmodel・  

～l  g2  g3  g4  ′  Commodity  

1299 ．862  
（6．1）   

373  365  －1091  
（0．6） （lJ．β）（1・7）   

870  一】572  －2078  
（0．8） （1．9〕（1・7）  

627  ヨ67  －1216  
（1．5） （「）．9）（2・8）  

一2853  －1220  1619  
（4．4） （2，6） 卜2・4）  

13t；73  13t；00   4㈹0  
（3．口） （4．0）（0▲即  
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F紳d8WayrrOmhom巳   

NoれrOOd  

．朗8   

．糾6  

．892  

．96S  

4039  
（10．¢）  

1533  
（10．6）   

1細  

（0．S）  

一2675  
（】．7）  

310ユ  ．029  
（3．1） （10・6）  

飢娼1  ．567  
（3．4） （29．5）  
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Tabk2．Structtlralp、畠raユn象tereStlⅢはt路∵brE裏料山海ii  
LinearExpcnditureSy＄tem．  

377  

P、araIneter  Parametビr  P8r払汀1eber  

r   5町…）  

r完   2212（1．5）  

滝   147（仇3）  

沌   1897（2．5）  
r‡5  32574（2・7）  

r雷1   7g（0．2）  

桟  一3420（3・1）  

r宗   一弼（1．2）  

r苦。  －25瑚4．ら）  
7≡5 39644（4．4）  
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γ
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β1  ．0川（2．5）  

酌  ．061（9．a）  

缶  一022（8，り）  

射  ．044りU．2）  

β5 ．鮒4（65．6）  

α苦 Ⅰ、982〔2．2）  

α要 14122（6．引  

α要  綱3（9，3）  

α苦  節2a（5，8）  

α苦 鋸芝地（5．1）  

．657（礼5）  

6
 
4
 
7
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u
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V
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却
 
箪
 
 

一
 
一
 
一
 
 

－1779（2．1）   

934（0．1）  

】37郎6．2．）   

4553（凱7）  

1716（lロー8）   

5別（2．0〉   
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これに影響を与える属性は台目闇でかなり巣ぢってい  
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主クう職業．噌好食品で俸世帯類型と世帯員数．そして  

外食については世帯主♂）年齢と職業．世帯朝乱世滞  

邑数が有意な影響を及ぼす。   

属性別に影響び）方向を吟味すると，棋滞日赦の増加  

は全ての食料費目の最低拘束支111一致稟）を増加させ  

る。これは申告の腑■’の拡大によ一｝て説明されるが，  

規模の経済の衝く井食料のケナスと好対照を成してい  
る、。次に世帯j二が高咋齢め世帯では外食の最低拘束支  

巾が糾封印に少ない；，有意ではないけれどら÷乱副  

食品の正〃〕ダミー係数と併せ考えるならば，高年齢照  

代の在宅型．伝統的食接括，あるいは食習胤韓枯様  

式上の世代差が背景にあると終察される（落甘机上  

撒業ダミーと世帯類型ダミ←は．社会の近代化の指標  

でもある¢嗜好食品と外食び）痕低拘束支出が核家族悍   

respectivety，   

常において非頓家族世帯より多いという粁集は，食牛  
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核家族化之密接不可分のものであ与こ、とを示唆す革．】  

また労務者世帯と比べ職眉世帯において外虫の息低拘  
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する各班的対応の現わ貌と推察される。  
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よって食料需要構造を検討する（簡3表）。  
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需要の口J処分所得率力性（狩れ）をみると，食料需要  
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とおり．需要の椚彗支出弾力惟（可g．）と消費支出の所  

得弾力性（琴リア）の積である。そこで粕十を甑拉洒  

計檀り．754で険し．同義の可giを得た。外食を別にす  

れば，各食料の需要は消費支出の変化に関しても非弾  

力的であることが表より明らかである。   

属性変数のうち世帯員数は連続変数だから．われわ  

れは需要の世帯人員弾力性粕．≡∂】mすノ∂Ing4 を  

定義することができる。暫析の値は主食で最も大きく  

世帯員の10繋増は当該費目の消費を8％拡大させる効  

果をもつ。狩〟，を町rい平月一 と比較すると，甲肌 と  

可γi，りβJは逆相関する，つまり所得反応の大きい費  

目ほど需要の世帯員数変化に対する反応が小さい。   

ELESを計測する理由の1つは．価格変化iこ対す  

る需要反応について情報を得ることにある。第3表の  

キ′，ては需要の自己価格騨力性であるが，これをみると  

主食需要は価格変化に殆ど反応しない。また食料費日  

中，Ⅵnの最も大きい外食にしても，価格の10％低下  

により需要【ま3妬増加するにすぎ加、。総じて食料費  

目の価格反応は，所得・世帯員数に対する反応と比較  

しても，かなり小さいといえよう。   

最後に．われわれの推計したか鉦紬rを既往推計  

植と比較する。昭和54年の家計調査データから算出さ  

れたでgiは，ヤ封・19，ワg2・均 甲g3・45，町E4  

．99（農林7K産省12））。また，消費乗態謂奄の副次模本  
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ータから推計した小梅の結果はやや過大に出ているも  
の、の．個票ヂ←タlこよる推計結果とはば一致してお  
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